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焼き肉のタレで地域交通を守る！
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地方の交通課題
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現
状
課
題

解
決
策

>

・車を自由に使うことのできない
高齢者や児童・生徒

・公共交通機関を使う他には親族、
知人に頼るしかない

・年々公共交通のサービス水準が低
下。過疎地域における公共交通の
利便性は不満割合が7割超

・将来にわたっての維持可能な交通
手段が必要

利用者

>

・路線バスとタクシーが主な事業者
・赤字不採算路線がほとんどで、事業
自体も赤字事業者が非常に多い

・ドライバーの収入も低く、
ドライバー不足が大きな問題。

・過疎地域において保有アセットを生
かしながら稼ぐ新たなビジネスモデ
ルが必要

>
・交通維持のための補助金などを出
しており財政負担が重い

・自らが運行主体になることも増え
地方公共団体の出資額はH30時点
で約3.8兆円

・税収が減少していく中で、過剰な赤
字補填を強いられる状況。

・できる限り地域需要のみで黒字化に
近づける交通の仕組みが必要

交通事業者 行政

【TAKUZO】
タクシー事業に定額乗合タクシーの仕組みを提供することを通じて、

地方の交通弱者の足不足・タクシー事業者の収益性の向上・行政負担の削減をする新しいビジネスモデル



定額乗合タクシーの概要
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月額3千円～5千円で乗り放題
運行は、平日の9時～16時（タクシーの空時間帯）
1台のクルマ（最小限の運行リソース）で運行し、
採算性を向上させる（複数台対応可能）

1カ月定額で乗り放題の乗合タクシー

予約は電話受付でタクシー会社の受付がシステ
ム操作（運行地域での会員スマホ保有率0％）

サブスク料金は銀行自動引き落とし（クレカ保
有していない）離脱意向がほとんどない

専用配車システムで配車

平均運行距離、平均乗車人数頭からユニットエ
コノミクスにより、事業性評価から目標会員数
獲得を目指す

タクシー事業者の事業性評価
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配車アルゴリズム
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同方向の近い移動を束ね、予約の重なりをずら
しながら１台(*最小限の運行台数)の車両を効率
よくシェア

1台のタクシーをシェア

買い物等の時間の制限がない移動は、利用者に
移動時間のレコメンド等で遅れを許容してもら
いつつ、複数の移動を束ねる

レコメンドにより需要を分散

鉄道・バスへの乗継等時間が決まっている移動
は、出発・到着時間を厳守

乗継等は移動時間厳守
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井田いきいきタクシー
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井田いきいきタクシー
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運行の効果
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•運行前後で約6割の利用者が外出回数が増加（平均4.2日/月増加）

•利用目的は趣味娯楽（温泉入湯）が最も多く、楽しみの移動を誘発

15.51%

29.74%

11.63%

24.13%

9.48%9.48%
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高齢利用者の新聞投稿・ヒアリング
利用者の評価

⎼ 高齢利用者の評価は高く、生活の行動が大きく変化している

⎼ 心身の健康増進に大きく役立っている
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山
陰
中
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新
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ヒアリング対象者：87歳、女性、一人暮らし
月の利用回数：大体3回くらい（6往復）。地域食堂で食事をして友達の家に行き、
16時まで安心しておしゃべりできる。大田の病院への通院ではJRの駅まで利用。
外出回数は増えた。

TAKUZO運行前：近所の人に頼んで送迎。言葉の御礼だけでなく物品を渡してい
た。気兼ねが無くなった。

料金について：ちょうどいい金額
もし無くなったら：島根に居られなくなる。（子供の居る大阪へ）



TAKUZOの適用はタクシーだけ？
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小さなビジネスづくり（井田いきいきプロジェクト）

• 定額支払いが厳しい高齢者が稼ぐ場づくり
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手づくり工芸品
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焼き肉のタレ
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地域食堂
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日本版シュタットベルケをめざす！
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•地域による小さなビジネスから発展させて地域経済を活性化させる組織に
よる地域資源活用型ビジネス展開

•再生可能エネルギー事業によるエネルギーの地域内循環を実現し、EV車両
による運行で脱炭素化の推進

•遊休農地活用による食料自給率向上に向けた事業
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しかし、タクシー事業者が廃業
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他者が代理予約しやすいUIのスマホアプリ
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都会居住の子供世代による仕送りサブスク
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地域経営エコシステムで支える
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ご清聴ありがとうございました
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